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・
08
教
育
課
程
学
習
会

　

教
育
で
「
人
類
社
会
」
を
創
る

・
学
力

　

―

子
ど
も
か
ら
は
じ
ま
る
教
育 

①

１
月
９
日
、
兵
教

組
の
新
春
旗
開
き
が

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
恒
例
の
貞

松
・
浜
田
バ
レ
エ
団

の
バ
レ
エ
で
飾
ら
れ

た
。
ま
た
、
各
支
部
、

連
合
兵
庫
、
労
働
団

体
や
自
治
体
の
代
表

者
な
ど
、
お
よ
そ
３

０
０
人
を
迎
え
、
代

表
者
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
兵
教
組
山
名
幸

一
委
員
長
は
「
昨
年

末
、
学
力
低
下
問
題

の
発
端
に
な
っ
た
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
テ
ス
ト
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
校
を
訪
問

し
た
。
こ
こ
で
は
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
よ
う
な
も
の
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
６
０
０
人
の
子
ど
も

に
対
し
教
員
50
名
、
そ
の
教
員

の
補
助
教
員
が
50
名
。
さ
ら
に

心
・
給
食
・
事
務
な
ど
の
専
門

家
が
、
手
厚
く
子
ど
も
た
ち
の

心
・
生
活
・
授
業
の
問
題
に
携

わ
っ
て
い
た
。『
学
力
テ
ス
ト

で
上
位
に
入
る
方
法
は
簡
単
。

お
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
こ

と
』
と
は
っ
き
り
言
わ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
一
斉
授
業
で
は

な
く
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

教
諭
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
寄
り
添

い
指
導
す
る
教
員
が
い
る
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
は
な
く
、
克
服
す
る
た

め
の
努
力
が
大
き
く
評
価
さ
れ

る
。
さ
ら
に
政
権
が
変
わ
っ
て

も
教
育
の
問
題
は
ぶ
れ
な
い
。

地
方
分
権
が
徹
底
さ
れ
、
国
が

教
育
を
仕
切
る
こ
と
は
な
い
。

教
材
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
校

裁
量
、地
域
に
任
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
兵
教
組
運
動
の
方

向
性
と
同
じ
で
あ
り
、
間
違
っ

て
い
な
い
と
実
感
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
対
し
、
行
政
、
政
治

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
姿
に
見
た
。
子
ど
も

た
ち
が
本
当
に
大
事
に
さ
れ
る

社
会
を
、
私
た
ち
は
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち

が
未
来
や
将
来
に
希
望
を
持

ち
、
誇
り
を
持
っ
て
学
べ
る
世

の
中
に
す
る
た
め
、
政
権
交
代

を
成
し
遂
げ
た
い
。
教
育
の
あ

り
方
、
学
校
教
育
の
大
き
な
改

革
を
前
進
さ
せ
る
年
に
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
日
教

組
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
新
居
晴
幸
議

長
は
「
昨
年
橋
下
知
事
と
の
交

渉
で
、
労
働
組
合
の
連
帯
の
力

を
確
信
し
た
。
戦
後
新
し
い
時

代
を
生
き
抜
く
国
民
に
向
け
て

の
歌
『
朝
は
ど
こ
か
ら
』
に
あ

る
、
希
望
・
働
く
・
楽
し
い
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
改
め
て
近
づ
く

よ
う
に
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

12
月
12
日
、
第
２

５
０
回
兵
教
組
定
例

中
央
委
員
会
が
ラ
ッ

セ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

山
名
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
を
は
じ
め
、

来
賓
の
池
田
啓
子
さ
ん
（
日
教

組
女
性
部
長
）・
本
岡
昭
次
さ

ん
（
兵
政
連
会
長
）
も
、
深
刻

な
貧
困
と
格
差
の
広
が
る
社
会

情
勢
の
中
、
国
民
の
生
活
が
破

壊
さ
れ
て
い
る
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
も
、
選
挙
で
の
勝
利

と
政
権
交
代
を
語
っ
た
。

池
田
さ
ん
は
「
兵
庫
の
県

教
研
や
多
忙
化
解
消
へ
の
具

体
策
。
保
護
者
、
地
域
、
働

く
仲
間
と
と
も
に
つ
な
が

り
、
子
ど
も
の
人
権
や
学
び

を
大
切
に
し
た
教
育
を
貫
く

こ
と
が
、
本
当
の
成
果
や
民

意
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
る
。
日
教
組
中
央
委
員
会

で
、
静
岡
で
の
介
護
の
た
め

の
再
採
用
の
新
設
が
報
告
さ

連
合
兵
庫
森
本
洋
平
会
長
は

「
二
極
化
格
差
問
題
、
政
治
、

労
働
分
配
率
、
組
織
率
な
ど
あ

ら
ゆ
る
反
転
に
と
り
く
ん
で
き

た
。
今
年
は
こ
の
反
転
が
実
感

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
。
労
働
運
動
を
す
す
め
る
気

持
ち
は
、
一
人
の
百
歩
よ
り
百

人
の
一
歩
を
大
切
に
し
た
い
。

教
育
現
場
で
も
同
じ
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

れ
た
。一
つ
の
県
の
頑
張
り
が
、

他
県
の
力
強
い
後
押
し
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
」
と

も
語
っ
た
。

ま
た
、
本
岡
さ
ん
は
「
政
権

交
代
の
な
い
、
不
思
議
な
民
主

主
義
の
日
本
。
こ
れ
は
私
た
ち

国
民
の
せ
い
。
北
欧
型
の
福
祉

国
家
を
モ
デ
ル
に
、
私
た
ち
が

新
し
い
国
づ
く
り
に
い
そ
し
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
職
員

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

決
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
権
交
代
の
裏
に
新
し
い
国
の

形
、
未
来
が
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
大
事
な
時
を
迎
え
て
い

る
」
と
話
し
た
。

兵
庫
県
井
戸
敏
三
知
事
は

「
環
境
学
習
、
自
然
学
校
、
ト

ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
、
地
域
貢

献
活
動
、
就
業
体
験
な
ど
兵
庫

の
教
育
は
体
験
学
習
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

う
。
兵
教
組
の
皆
さ
ん
に
は
人

づ
く
り
の
第
一
線
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
将
来
へ
の
投

資
が
人
づ
く
り
。
厳
し
い
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

語
っ
た
。

一生涯の保障（死亡・高度障害）がいざというときは、老後の資金に‼

〈月払型〉新・終身共済
（終身生命共済）

返戻率 …  （113％）　　　　（129％）　　　（144％）

返戻率 …  （112％）　　　　（127％）　　　（140％）
※契約後、短期間で解約された場合の解約返戻金は、払込掛金を大きく下回ります。

この広告は新・終身共済の概要を説明したものです。ご契約にあたっては必ずパンフレットおよび
重要事項等説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧いただき制度内容をご確認下さい。

教職員共済生活協同組合　兵庫県支部　TEL　078-221-9730
神戸市中央区中山手通 4丁目10-8　ラッセホール 4 F 承 08-56-08(0806)

衆
議
院
選
挙
１
区
か
ら
12
区
の
候
補
者
や
代
理
出
席
の
方
が
来
た
る
選
挙
へ

の
決
意
を
述
べ
た
。 

（
１
月
９
日
）

神
戸
市
矢
田
市
長
は
「
世
界

中
で
経
済
の
偏
重
が
厳
し
い

今
、
市
民
の
暮
ら
し
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
へ
の
と
り
く
み
が

大
変
重
要
な
時
期
で
は
な
い

か
。
阪
神
淡
路
大
震
災
時
、
避

難
所
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
学

校
。
こ
の
学
校
の
耐
震
化
を
進

め
、
子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
教

育
を
う
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
話
し
た
。

民
主
党
県
連
代
表
辻
泰
弘
参

議
院
議
員
は
「
新
自
由
主
義
の

破
綻
と
参
議
院
の
与
野
党
逆
転

の
成
果
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

小
泉
政
権
か
ら
の
医
療
、介
護
、

福
祉
、
教
育
に
競
争
原
理
を
導

入
し
た
与
党
の
政
策
運
営
で
、

生
活
の
後
退
、
教
育
現
場
の
混

乱
、
格
差
の
拡
大
を
ま
ね
い
た

政
治
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
大
。

来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
に
向
け
、

１
区
か
ら
12
区
の
仲
間
に
対
し

て
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

「
旗
開
き
で
は
な
く
、
旗
揚

げ
の
年
に
…
」
衆
議
院
選
挙
の

あ
る
今
年
は
、
歴
史
的
な
大
転

換
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、兵
政
連
本
岡
昭
次
会
長
の

力
強
い
言
葉
通
り
、政
権
交
代
へ

向
け
て
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

 

み
ず
お
か
俊
一
参
議
院
議
員       

今
年
こ
そ
政
権
交
代
で
す
。

各
区
で
総
選
挙
を
た
た
か
う
民

主
党
公
認
・
推
薦
予
定
候
補
者

へ
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

 

な
た
に
や
正
義
参
議
院
議
員     

健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
保
障
す
る
、
真
の
教
育
改

革
に
向
け
た
確
か
な
歩
み
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総

選
挙
に
勝
利
し
、皆
さ
ま
が「
望

む
」
社
会
を
築
い
て
い
く
元
年

と
な
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
す
。

―

大
勢
の
皆
さ
ん
と
の
立
場
を
超
え
た
力
あ
わ
せ
を

兵
庫
の
教
育
の
力
強
い
発
展
を
目
指
す第250回中央委員会

兵
教
組
の
団
結
を

―

教
職
員
の
心
身
の
健
康
と
生
活
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
の
た
め
に

（　　　　　　      ）

レストラン ｢リビエラ｣ の
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TEL. - -

期間
限定
３
月

日
火
ま
で

２
０
０
９
年

ラッセホール

2名様より
11：00～14：00､ 17：00～21：00

※鴨鍋､ 蟹すき､ すっぽん､ くえ鍋､ ふぐちりはご相談く
ださい｡

ります｡800
※個室利用（6～22名様）の方は¥800ブラスでご利用可。
※宴会場利用の場合は20名様以上より承ります。

豚シ ャ ブ ラ ッ セ鍋

前売り お一人様￥3,800

※前売りチケットをラッセホールフロントにて販売

鍋（お好きな鍋）＋フリードリンク付

瓶ビール・焼酎
日本酒・ソフトドリンク ２時間制

フリードリンク

各
支
部
や
専
門
部
か
ら
、
質

疑
・
討
論
が
な
さ
れ
、
当
面
の

運
動
推
進
や
、
08
対
県
確
定
闘

争
妥
結
承
認
な
ど
、
い
ず
れ
の

議
案
も
可
決
さ
れ
た
。
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12
月
６
日
、
兵
庫
教
育
文
化
研
究
所
は
、
兵
教
組
、
国
際
人
権

法
政
策
研
究
所
（
本
岡
昭
次
所
長
）
と
共
同
で
、｢

学
校
発
！　

兵
庫
の
教
育
改
革｣
を
め
ざ
し
、
兵
教
組
教
育
課
程
学
習
会
を
開

催
し
た
。

第
１
部
は
戸
塚
悦
朗
さ
ん
（
龍
谷
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）
の

「
世
界
人
権
宣
言
と
教
育
へ
の
権
利―
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
調
査
を
踏

ま
え
て
」と
題
し
た
講
演
会
。第
２
部
は
、｢
教
育
課
程
実
態
調
査｣

や｢

子
ど
も
虐
待
実
態
調
査｣

｢

人
権
教
育
実
態
調
査｣

等
の
調

査
か
ら
の
学
校
実
態
を
も
と
に
、新
学
習
指
導
要
領
の
先
行
実
施

と
教
育
課
程
編
成
の
課
題
に
向
け
学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

世
界
人
権
宣
言
60
周
年
の
意
義

世
界
人
権
宣
言
（
１
９
４
８

年
）
に
よ
り
、｢

人
権｣

の
概

念
が
国
際
文
書
で
初
め
て
具
体

化
さ
れ
た
。
そ
の
前
文
に
は
、

｢

人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成

員
の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
譲

る
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
と
を

承
認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
お

け
る
自
由
、
正
義
及
び
平
和
の

基
礎｣

と
あ
る
。
す
べ
て
の
人

が
国
連
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

国
籍
に
関
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
人

が
権
利
の
主
体
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
人
権

宣
言
は
国
連
の
総
会
で
採
択
さ

れ
た
決
議
で
、
勧
告
の
た
め
法

的
拘
束
力
が
な
い
。

日
本
国
憲
法
と
の
権
利
主
体
差

日
本
国
憲
法
で
は
、｢

す
べ

て
国
民
は
、…
ひ
と
し
く
教
育

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る｣

と

あ
る
が
、こ
の｢

国
民｣

は｢

国

家｣
の
構
成
員
で
あ
り
、世
界
人

権
宣
言
で
言
わ
れ
る｢

人
類｣

社
会
の
構
成
員
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
外
国
人
は
入
っ
て
い

な
い
。
日
本
人
の
親
が
子
ど
も

に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
罰
を
受
け
る
が
、
外
国
籍

の
子
の
親
は
そ
う
で
は
な
い
。

「
学
力
」
を
め
ぐ
る
状
況

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

国
際
学
習
到
達
度
調
査
）
の
結

果
の
発
表
（
順
位
）
に
よ
り
、

マ
ス
コ
ミ
や
一
部
学
者
は
「
学

力
低
下
論
」を
あ
お
り
た
て
た
。

ま
た
、
そ
の
原
因
は
「（
旧
）

教
育
基
本
法
」
に
基
づ
く
教
育

制
度
や
教
職
員
で
あ
る
と
い
う

論
調
が
喧
伝
さ
れ
、
元
安
倍
首

相
直
下
に
「
教
育
再
生
会
議
」

と
い
う
諮
問
機
関
が
設
置
さ
れ

た
。「
学
力
低
下
」
問
題
の
確

か
な
検
証
も
お
こ
な
わ
な
い
ま

ま
、一
方
的
な
教
職
員
バ
ッ
シ

ン
グ
の
な
が
れ
で
、教
育
基
本

法
「
改
正
」へ
と
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、教
員
の
資
質
を
見
直

す
と
し
、「
教
員
免
許
更
新
制

度
」を
創
設
。２
０
０
９
年
度
か

ら
10
年
ご
と
に
免
許
更
新
の
単

位
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
結
果

で
着
目
す
べ
き
は
順
位
の
よ
う

な
表
面
の
問
題
で
は
な
く
、「
学

び
か
ら
逃
げ
る
」
子
ど
も
た
ち

の
増
加
や
学
力
の
「
フ
タ
コ
ブ

ラ
ク
ダ
」
現
象
に
対
す
る
、
学

力
の
底
上
げ
や
自
ら
学
ぶ
意
欲

の
向
上
と
い
う
本
質
的
な
課

題
。「
学
び
の
質
」
に
こ
そ
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ
。

全
国
学
力
・
学
習
調
査
が
悉

皆
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

の
公
表
の
際
、
マ
ス
コ
ミ
が
大

き
く
取
り
上
げ
た
の
は
、
都
道

府
県
別
の
平
均
正
答
率
の
比

兵
庫
教
育
文
化
研
究
所
は
、
07
年
度
か
ら
教
職
員
と
大
学
関
係

者
で
構
成
さ
れ
た
「
学
力
問
題
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、
学
力

問
題
で
予
測
も
含
め
、
学
校
現
場
が
直
面
す
る
具
体
的
な
課
題
に

つ
い
て
、
実
践
に
基
づ
き
研
究
を
す
す
め
て
き
た
。

そ
の
と
り
く
み
を
１
冊
の
本
に
ま
と
め
た
。
こ
の
本
を
通
じ
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
生
き
る
力
と
し
て
の
学
力
と
は
何
か
を
考
え

て
い
き
た
い
。

すまいる住宅貸付はすまいる住宅貸付は

電話 （078）331 9974

ヵ ヵ

※上記受付期間中に新規申込（住宅の新築購入資金の借入、他の金融機関等で御返済中の住宅資金の
借替）の方に限らせていただきます。

実施中 !! 2月23日（月）受付分まで2月23日（月）受付分まで

「すまいる住宅貸付」の償還額（給与・賞与ともに）は、申込時はもちろん償還途中でも基準の範囲内で、ライフサイクルに応じて自由に償還額の変更ができます。また、
繰り上げ返済も手数料無料で何回でも（ただし10万円以上、月1回）できるなどメリットいっぱいの住宅ローンです。

学校厚生会のすまいる住宅貸付は
メリットがいっぱい！

保証保険会社への
事務手数料不要

保証保険料は官公庁等
保険料率を適用

償還途中の償還額
変更手数料無料

特約の設定・再設定
手数料無料

繰り上げ返済手数料無料
※10万円以上の任意の金額で償還できます！

育児休業中の会員は
その期間償還を猶予

団体信用生命保険料は
厚生会で負担

貸付金額1,000万円以下は
抵当権設定不要

※1　厚生会の保証保険料の支払方法は、毎月の残高に応じた月払い金額を引き去りします。
※2　一部の金融機関ではインターネットで手続きされた場合は無料となる場合もあります。

すまいる住宅貸付 金融機関（一例）

保証保険料
3,000万円を
30年返済の場合

支払い方法

保険料総額　※1

分割で引去り
毎月の返済額に加算

ローン一括申込み時一括払い

290,363円 574,110円
保証保険事務手数料

団体信用生命保険料

繰上返済

無料

31,500円
厚生会負担

最低繰上返済金額 10万円～ 500,000円～
手数料 10,000円～　※2

特約終了時
特約期間終了時 特約固定金利の再設定が可能 店頭表示金利から－0.4％優遇など

特約再設定手数料 10,500円～　※2
育児休業中の返済 ご返済猶予 継続して口座引き落とし

抵当権 1,000万円以下は設定不要 設定あり

無料

無料

ただし、印紙代200円
のみご負担願います無料

マイホームの購入・借替・リフォームをお考えの方は、まず厚生会にご相談ください！
すまいる住宅貸付は  会員の皆様のニーズに柔軟にお応えいたします。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
比
較

世
界
一
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
教
育
と
の
違
い
を
調
査
し

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
外
国

人
が
20
％
を
占
め
て
い
る
が
、

差
別
は
な
い
。
給
食
費
無
償
、

大
学
ま
で
教
育
費
無
償
な
ど
、

教
育
に
よ
る
格
差
を
な
く
し
て

い
る
。
高
い
教
育
水
準
の
背
景

は
、
国
際
化
を
基
盤
と
し
た
平

等
社
会
の
構
築
だ
っ
た
。

教
育
は
百
年
の
計

日
本
は
、
少
子
化
で
１
０
０

年
後
、
今
の
人
口
の
１
／
３
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
国

民
一
人
当
た
り
が
背
負
う
国
の

借
金
も
増
大
し
、
ま
す
ま
す
高

齢
社
会
が
広
が
り
、
労
働
力
の

不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
外
国
か

教
育
課
程

 

学
習
会

080808

教
育
で
「
人
類
社
会
」
を
創
る

較
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

本
来
の
目
的
は
比
較
・
競
争
で

は
な
か
っ
た
が
、
結
果
の
公
表

に
よ
る
序
列
化
や
正
常
な
教
育

活
動
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
学
び
の
主

体
は
あ
く
ま
で
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
で
あ
る
。

「
学
力
」
の
と
ら
え
方

「
子
ど
も
を
中
心
に
す
え
た

ゆ
た
か
な
学
び
」
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
。

「
学
び
の
あ
り
方
」
を
考
え

る
と
き
、
目
の
前
に
い
る
子
ど

も
の
姿
を
ま
ず
て
い
ね
い
に
見

つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
ず
き
の
あ
る
子
ど
も
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、つ
ま
ず
き
の

背
景
を
探
る
と
い
う
視
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
が
置
か
れ
て
い
る

現
実
、
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が

「
そ
の
子
の
育
ち
の
姿
」「
そ
の

子
に
と
っ
て
必
要
な
学
力
」
を

見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
、
そ
の
子
の
学
び
を
支

え
る
要
素
を
総
体
的
に
と
ら
え

つ
つ
具
体
の
学
び
を
構
成
し
て

い
く
過
程
が
、「
子
ど
も
を
中

心
に
す
え
た
学
び
」
の
営
み
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、「
そ
の
子
に
と
っ

て
必
要
な
学
力
」を
考
え
る
と

き
の
視
点
は
、わ
た
し
た
ち
が

積
み
上
げ
て
き
た
同
和
教
育
の

視
点―

「
現
実
、実
態
か
ら
深

く
学
ぶ
」―

そ
の
も
の
。

学
力
問
題
研
究
委
員
会
で

は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
理
解

の
視
点
に
立
ち
、
学
力
の
問
題

を「
学
び
を
支
え
る
基
本
の
力
」

の
部
分
か
ら
と
ら
え
て
き
た
。

「
学
び
を
支
え
る
学
力
」
に
支

え
ら
れ
た
「
ゆ
た
か
な
学
び
」

こ
そ
が
、
生
き
る
力
と
な
っ
て

大
き
く
は
た
ら
い
て
い
く
の
だ

と
考
え
て
い
る
。

教
育
政
策
が
ゆ
れ
動
く
中
、

実
践
を
と
も
な
っ
た
学
力
論
議

を
深
め
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま

す
重
要
。「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
の
学
力
」
に
関
す
る
広
い

議
論
も
大
切
だ
が
、
そ
の
一
方

で
、
各
学
校
・
児
童
生
徒
の
実

態
に
沿
っ
た
議
論
、
地
域
・
保

護
者
と
の
語
り
合
い
も
不
可
欠

で
あ
る
。
経
済
格
差
が
広
が
る

な
か
で
、
学
校
選
択
が
横
行
し

つ
つ
あ
る
今
、
公
教
育
を
受
け

る
権
利
す
ら
自
己
責
任
化
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
た
し
た

ち
公
立
学
校
教
職
員
は
、
目
の

前
に
い
る
様
々
な
生
活
背
景
を

も
つ
ど
の
子
の
「
学
力
」に
対

し
て
も
て
い
ね
い
な
眼
差
し
を

も
っ
て
向
き
あ
わ
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
序
章
「
子
ど
も
か
ら
は
じ
ま
る
教

育
」
Ｐ
．６―

11
）

ら
の
移
住
や
労
働
力
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
日
が
来
る
か
も
し

れ
な
い
。

世
界
人
権
宣
言
に
法
的
拘
束

力
は
な
い
が
、
こ
の
理
念
を
生

か
し
、
教
育
に
よ
っ
て｢

人
類

社
会｣

を
創
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
日
本
に
未
来
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
も
、

国
内
で
の
法
政
策
の
整
備
が
必

要
だ
。

「世界人権宣言と教育への権利
 ―フィンランド調査を踏まえて」

戸 塚　悦 朗 さん　講 演
（龍谷大学法科大学院教授）

「
教
育
は
、
人
格
の
完

全
な
発
展
並
び
に
人
権
及

び
基
本
的
自
由
の
尊
重
の

強
化
を
目
的
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
教
育
は
、

す
べ
て
の
国
又
は
人
種
的

若
し
く
は
宗
教
的
集
団
の

相
互
間
の
理
解
、
寛
容
及

び
友
好
関
係
を
増
進
し
、

か
つ
、
平
和
の
維
持
の
た

め
、
国
際
連
合
の
活
動
を

促
進
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

（
世
界
人
権
宣
言
26
条
２
項
）
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中
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学
び

子
ど
も
を
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子
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子
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